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3年目となる本年度の授業計画の作成にあたっては、これまでの内容を継続しながら、本年度が初年度と
なる 3か国選択制の校外学習との関わりを考慮に入れ実施した。これまで実施されている少人数講座プロジ
ェクトワークを踏襲した。この活動を通して、多くの生徒は探究的活動の考え方や方法などについて意義を
高めることができた。
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1. はじめに
本校では菊字学習指導要領の告示を受け、明戎 23年度
入学生から教育課程の改訂を行い、平J~文 24 :9三度の移行
期i習を経て本年度は新教育課程の完成年度となる。 31:三
目となる本年度の授業計画の作成にあたっては、これま
での内容を到脇そしながら、本年度が初年度となる 3か国
選択制の校外学習との関わりを考慮に入れ、さらなる充
実をはかることを念頃においた。
2. 総合的な学習の時間σ河立置づけ
本校の総合的な学習の時間は、 2年次におけるキャリ
ア教育の中心的な子受:'f~1jを担っている。 1 年次の「産業社
会と人間JIキャリアデザイン」で、身につけた探究活動に
必要となる基本的スキルと論理的思考力の基盤をもとに、
そのレベルアップ。をI~る活動を行う。また、他者(教員
や生徒)とのやりとりを通して、自己の価値観を高める
機会を提供する学習活動を行うこととされている。これ
を通して3:9三次同局窓1万究jで、の実践的な!?品習梓決活動
の基盤となる技術と能力を育む時間として位置づけられ
ている。
3. 本年度の年間計画
3-1学習のねらい
本年度の「総合的な学習の時間Jは平成21年3月に告
示された新学習指導要領(高等判交)の定める学習目標
に綿思して効包されている。「総合的な学習の時間」の自
擦は以下のとおりである。
横的?的・総合的な学習や探求的な学習を通して、自ら課
題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に.:j=1J1新し、よ
りよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに、
学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探求活
動に主体的、創造的、協同的に取り組む態度を育て、自
己の在り方生き方を考えることができるようにする。
本年度はこれらの自襟とする力の仁|コでも「自ら課題を見
付けjの部分、つまり「問題発見」をする力に重点を置
いた。これは本校の教育課程のなかで前年度、つまり当
該寺咋が1年次のj捺に行われた「産業社会と人間JIキャ
リアデザインJで学習の基礎となる能力と目的意識の泌
養に重点を置いたことを踏まえ、なおかつ3年次の「卒
業研究Jの内容を見据えて、これまで、の学び、をさらに発
展させ、キャリアデザインの反省及ひ前年度前々年度の
取り組みの反省からこの力(問題発見力の向上)に重点
をおいたので、あるO 1 
3-2授業日程ならびに内容
以との目標のもと、前年度に引き続き、各担当者毎で
少人数講座を行うプロジェクトワークを行ったO 本年度
は3カ国選択告IJの校外学習との関わりから全体のテーマ
を「日本を知るJとし校外学習の事前学習を同時に担う
ものとした。プロジェクトワークのテーマを表1に示す。
また、各i問主の概要と年|習の反省に関しては末尾に資料
として付Aした。
プロジェクトワーク期j包は原則として隔週の土曜日、各
31時限を配当した。また、期間は4月"'-'10月の全36H寺l習
を設けた。最後に発表の場を設け、学習成果を共有した。
1 この能力は生徒に対しては r~\5 り強く 「日々 、学ひ守亮ける力J
として提示されている。前年度の「産業社会と人1J rキャリアデ
ザインjの実践の中では、「キャリアjを生きるための共通の力と
して、 1、粘り強く 「日々 、学ひ滞日7る力J2 、 q~号越を発見する
力J3、l'g1J還の解決をiヨ指し、他渚ー とほえ二有する力Jを3つの力と
して提示し、これらを探究活動に必要となる基本的な力と定めたの
である。生徒に提示した本年度の目的と「キャリアデザインJとの
連結については本稿末尾に資料として示七
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4.本年度のふりかえり~アンケートのづ対)10から~
本年度の各講座の実践に郎したふりかえりは、本稿末
尾に付された資料をご1結晶¥ただきたい。ここではアン
ケートに基づいて、「総合的学習の時間」全体の概況を考
察する。
4ペアンケートのねらい
アンケートは 1.取り組みへの自己詞守面、 l.学官内
容、 ll.学習成果ー の3部の構成から成り、 Iは「キャリ
アデザインJの定める目標(あるいはキャリア教育の中
で求められる望ましし¥力)に、豆、血は前出の平成 21
年3月告示の新学習指導要領(高等制佼)の定める学習
I~I ~烈こヰ当処して作成されている。各項目の質問内容に関
しては本稿末尾に付された実施アンケートをご百倍忍し1た
だきたい。このアンケートを3年間の一連の教育;謀程の
仁!こiで実施することで、各項目の生徒の変容を見ることが
ねらいである。したがって、アンケートの各質問項臣は
極力変えないようにして実施された。このことは変化を
計量できる利点はあるが、本年度の取り組みの実際を見
る上で、は2現状にそくやわない点も生じてしまっている。こ
の問題点については今後の生徒の変容を見るための計測
のあり方を考える上で、の訣題としたい。
4-2アンケートの結果
アンケートの結果は本稿末資料 0siJ表グラフ I~国〉
の通りである。比較の為に当該年次の、つまり平成 23
年度の「キャリアデザインjのl、2今場月の変遷とともに
提示している。表からわかることとして以下の3点を挙
げたい。
①生徒の学習内容に対する満足立支・自己肯定J樹立4概して
高い。(全ての項目で肯定率は70%以上。)
②「司有戎241:j三度キャリアデザイン」からの変容を見ると、
2 i百三業担会と人間Jiキャリアデザインjの自的に絹処した質
I'/:¥J項目か複数あり、本年度の各講座の失態にそぐわない、偏った
結果が出る項iヨがある。兵件迂I'J(こは
(ア)1 .項 I~I 全体は「産業相会と人間J iキャリアデザインJの呂
的に当司処した学習の基礎となる吉主力を測るための質問項自。「総合
的な学習の1弔問Jでは(基づいてはし¥るが)前年度に比してより研
究的内容に1針子しているので当然低し 1数値が出る。
(イ)IU. Q 3 i課題発見意読点Jの項自は質問文が「身の回りにある
「間二腿~J (こ以前よりも気がつくようになったかjであるので、当然
討I¥':J主のテー マによって結果に違いが出る。(たとえば、震災・東ア
ジアなどをテーマにした;拘阻ま被災・ボランティア保挨、ニュース
(領土問題など)などにより切迫感があったことが封鍛リされる。ま
た、食事・衣服といったテーマも当然高い数値が出ている。一方で、
インドネシアや民話などをテーマにした調査は生徒にとっては「身
の1Ii:1引の課題としては受け止め難し¥)といった点でLある。
全体に五臥コかに減少している。(生徒の自己肯定感、学習
への関心・意欲は減退している。)
③立.学習内容の部分(項目が前出の「総合的学習の時
間jの自標に即した質問項目)で高しオ症が出ている。
4-3結果に対する考察
全ての項目で肯定率は70%以!こで、あり、生徒の学習内
容に対する満足度・自己肯定感は概して高いと考えられ
た。ただし、この数値カミどの組支の樹索となるかは*UI析
が難しい。
そこで、本稿で、は基準をほぼ同一のアンケートの質問項
目と質問内容を持つ過去の授業実践との比較によって求
めたい。 lつは当該年次が 1年次のj探に実施した「キャ
リアデザ、イン」であり、もう 1つは「弔戎23年j支総合的
な学習の時間」である。
前者との比較で言えば、②として挙げたように表から
は生徒の意識の減退が見られるO 興味深いのは、過去の
実践にも「自己百平価が2年次になって低下したJ報告が
あり、直近のものとして3 1平成24年度総合的学習の待
問Jには数点の調査項目について自己3平価が低下してい
る報告があったO 意欲の低下は、時期としての 12年次J
特有の傾向によるところが大きいのではなし¥かと考えら
れる。したがって、学習の目標に却して吊陸続した指導
に留意することJは本年度にある程度の達成を見るにし
ても、「学習意欲を喚起するための工夫」の点で授業改善
の必要がある。
もうひとつのf旨標で、ある後者との比較について述べたい。
同じ質問項目、内容で「総合的学習の時間jのアンケー
トを実施した「平成23年度総合的な学習の時間Jとの比
q~を行ったO その表が表 3 である。
結論から言えば、本年度の取り組みはH23年度に比して、
全体的に生徒の自己肯定感・満足度が高い。また各項iヨ
間の偏りが是正され、より「総合的」な学びとなってい
るように見える。「平成23年度総合的な学習の時間Jは
本年度よりも「卒業研究jを意識して、より研究的な内
容で、あった。したがって、「探求的学習J1学び方・考え
方」の面でたいへん高い効果が上がっており、単年度の
3 iー・主!弘樹守な指導の成果もあったと分析する。その一方で、自己
評価が低下した点lこついては、 1 年次の「キャリアデザインJ~授
業よりも高度化した内容、あるし¥は時間的な?探題、学習意欲の問題
などが考えられ、今後の課題としたし¥J(W弔5)(24年度要』
「明支24年度総合的学習の!時間実樹事告J(筑波大学附高坂戸高等
学校)) 
「 ?っ?
授業として素晴らしい成果が上がっている。一方で、そ
の学びが生徒の「在り方・生き方j、つまり l年次「産業
社会と人間Jでの学び(キャリアを見通す視線)と効果
的に連結できていない可能性がある。結果として 1.Q4 
~6 の「主体性J を1jift] とする]夏目に影響を与えているよ
うに忠われる。本年度のアンケートが示すのは、本年度
の取り組みが、過去の年度に比して「産業社会と人「出j
「キャリアデザインJr総合的な学習の[]寺I'M1Jrヰ弓お1)1ヲむ
を真く到新安住iこのある学びに変容していること、また、そ
の主たる要因として 1年次での「キャリアデザインjが
ある怠度の役割を果たしていることを示1変している。
4-4 結官i)
本年度の「総合的学習のIJ寺間」の授業実践を総t~-tれ
ば、次のようにまとめられる。
① 3 i~三I~~Jの継続した学びの発展(学びの示断淵主)をはか
る上で、本年度の「総合的な学習の時間jは効果的
に機能している。また、このことは「キャリアデザ
インJを施行した新教育課程の成果としても位置づ
けられるのではなし治、
②しかしながら、 2年次の学習意欲の減退は毎年の課題
であり、綬業改善の必要がある。一方で、そのこと
は学びの創封貸出ミをはかりつつ、生徒に新しい刺激を
与えて学習意欲を喚起することで、あり、実施上の困
難を予想させる。
③ アンケートのとり方にも改善が必要である。そ
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の改善は、変容を見るために質問項目を変えず
に、授業の実際にあわせて質問の文言を変える
必要があったO
eゅに関しては今後の謝習としたい。
(表 1)プロジェクトワークのテーマ一覧
フー マー
『普段の食事』から日本の食とj設の現状を矢口ろう
社会貢献活動を体験し、日本の「今Jを考えよう
インドネシアからみた日本を考える
東アジアの仁iコのニッポンを考える
物語の深層~文献学基礎論~
震災以降の東北を考える 3.0
1:本のスポーツ文化を考える
日々の生活(衣・食・住)について考える
〈表 2)アンケートの対応項目一覧
!取り組みへの自己評価
01 02 03 04 05 
自己客観 情報の整理 義務の遂行 他者基準充足 CD意識
I学習内容
01 02 03 04 05 06 
横断的学習 探求的学習 呂様理解 主体的課題発見 主体的思考判断 主体的学習
I 学習成果
01 02 03 04 05 06 
学び方首考え方 在り方・生き方 課題発克力 課題解決意欲 解決への創造性 解決への協働指向
〈表 3) IH23. H25総合的学習の時間jアンケート結果比較
| 学習内容
Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 
横断的 探求的 主体的 主体的 主体的
平均値
ゴム2ヨ自ヨ 学習 目標理解 課題発見 患者判断 学習
H23 79.3% 92.0% 79.5% 72.2% 78.7% 72.0% 79.0% 
H25 86.7% 84.2% ア4.7% 75.9% 82.9% 80.4% 80.8% 
1 学習成果
Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 
学ひ7ラ 在り方 課題 解決への 解決への協
平均値
考え方 生き万 課題発見力 解決意欲 創造J性 {動指陪
H23 93.4% 68.2% 70.2% 76.2% 76.8% 86.1% 78.5% 
汁25 89.9% 81.0% ア2.2% 79.6% 78.5% 87.9% 81.5% 
??? ?
資料編
アンケート結果 <別表グラフ I一回>
表ヰ1の]学期2学期は]年次キャリアデザインの 1学期J2学期のアンケート結果である。
散り紹みへの自己評髄
豊富そうは思わない主主あまりそうは患わないまめそう思う重量そうE号、う
2:<手J欠
2学期
1学期
~ 2年次
伝
議 2学期
将 i
翠 1学期;
2年次
??
?
2学期
1学期!
2年j欠 j
2学期!
1学期 i
Z年次 i
z学期 j
1学期
? ?
?
???
??
?
??
?????
学習内容1 
盤整そう(;;):思わないあまりそうは怠わないまあそう足、う童謡そう思う
2年次
2学期
1学期)
霊 2年次 i
長 l
齢 2学期
容
器 1学期
襲 2年次
器
離
主言
語 1学期
2年次
???????
2学期
?????
2学期
??????
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1学期
一 一 j
1 ， 学習成果
路そう思う 騒ぎめそう患う 謬あまりそうは怒わない 磁そうはEまわない
??????「???? ??
↑
??
?
?? ? ? ? 〈
?
?????????
?
??????????
4議母QJ{ 2 ま1o2欠
k 2~戸異2
{ti 1学期
"'" 2年次
"ぜ:淵
Z主
幹 1学級
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生徒提示資料 キャリアデザインの目的
? ????
?
???
総合的な学習の時間で養う力
本校では、皆さんに、;常に「遠い未来Jに何をしたいのか考えて、そこへつながるものとして、 「現在j の自分を
磨いてほしいと思っています。 一年次の「産業社会と人間」で皆さんは、高校卒業後に続いていく自分の遠い未来を
考え、そこへつながるものとして、時間害IJを作成しました。
現在からつながっていく「遠い未来jへの毎日を、本校では「キャリアj と呼んでいます。どのような人生(キャ
リア)を生きたし 1かは、人それぞれです。しかし、どのような人生で、あっても、共通して求められる力があります。
「キャリアデザインjではそうした力を以下の3つの力として紹介しました。
1. 粘り強く「日々、学び続ける力」
2. 17~JJ還を「発見する力j
3. 問題の解決を I~l 指し、他者と「共有する力J
実は本校の学習活動はすべてこれらを目指しているといっても過言ではありません。これから皆さんと学ぶ「総合
的な学習の時間jでも、 3年次で挑戦する「卒業研究jでも目的は同じです。これらの3つの力の学習に継続して今
後も取り組んでいきます。
とはいえ、ただ]年次とi司じことをするわけではありません。 I総合的な学宮jのH寺I'MJ ではもう少しだ、け高度な内
容に挑戦します。 特に力を入れたいのは「問題を発見する力j です。 IキャリアデザインJでは、これは相当に難し
し1課題だと紹介しました。ですから授業では先生方が「問題j を設定しました。そして皆さんは、その問題のiゃから
興味ある課題をひとつ選択し、解決を目指しました。でも今回の「総合的な学習の時間」は違います。先生は大きな
枠組み(テーマ)だけを設定します。その中で、ぜひあなたの[問題発見」にチャレンジしてみてください。
他の2つの力も引き続き重要です。 I日々、学び続けるj こじこれは全ての基本です。そのときそのときに「学
んだ」だけ「ゃったj だけでは、何も生み出せませんO やり続け、考え続けることはやはり大事なことです。また、
他者と「共有J (協力)しなければ発見した問題を認識してもらうことも、解決することもできません。
あなたの「人生(キャリア)Jのために「総合的学習のi時間Jでも、学び続け¥問題を発見し、共有する力を訓練
してください。そして、そこで、培った力を 3年次の「卒業研究j につなげてください。そして、そしてできれば「皆
さんのj社会、皆さんや皆さんの周囲の人たちが生活できる社会を「持続可能」なものするための力となることをわ
たし達はJ煩っています。
??????
?
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H25年度 2年次総合的な学習の時間「プ日ジェクトワークj 課題司提言
Oプ由ジェクト名:1鑓食と農から日本を知ろう
。具体的な活動内容
4月 VTR学習一命の食べ方大量生産の実態と食事のつながりを知る
5月朝食、盛食、夕食の調理実習及びフードマイレージ、仮想、水、食料自給率の算出する
6月映画視聴ー「世界が食べれなくなる自j遺伝子組み換え食品と放射能汚染の問題
VTR学饗一地球白書90億人を養えるか食料生産の問題と食料消費の問題
一学期のまとめレポート普段の食事を環境面より分析する
9月校内産小麦でパンをつくる地産地消のメワットとデ、メリット
10月 日本の食料自給率とB本の農業について/これまでの活動の成果発表準備
二学期のまとめレポート各自の科毘群の学びの視点から食と農の問題に関して貢献できること
。生徒の自己評価集計 1(回答数)
i以下の項目が実現できたと思うか。
横断的学習 探求的学習
活動目標の把 主体的課題発
主体的思考判断 主体的学習
十屋 見
I弓iニJlフ二 20 19 16 16 19 18 
2 3 6 6 3 4 
。生徒の自己評価集計 1 (回答数)
I以下の項目について学習成果があったと思うか。
学び方・考え方を 在り方園生き方 課題発見力を 課題解決意欲 解決への創造 解決への協機
巴子A ム .. :，.日、 を考える 高める を高める 性を高める 指向を高める
肯定弘 21 17 19 16 17 17 
否定% 1 。 3 6 。戸 5 
0実践内容の課題と提言
u課題発見力の向上に関して肯定的な意見が多かったのは成果であるO生徒にとって身近なテーマであるため取り組みや
すかったからで、あろう。また、生徒の日常ではなかなか見えにくい環境問題をB常の食から分析し、食生活のありかたにつ
いて考えたことにより、生徒の日常の中に課題を見つける姿勢を育めたのだと考えている。本校の生徒にとっては、日常
の中にある身近な事柄を教材とした取り組みは効果的である。
極活動目標の把握、主体的課題発見、課題解決意欲の向上について諜題が残った。これは、常に与えられた資料に対して活
動がグループ展開されたことによるものと思われる。個々の日常に個人で自を向けさせ、食生活と環境について考えさせ
る活動を充実させるべきで、あった。それにより、主体的課題発見の向上につながり課題解決意欲の向上についても改善が
期待できるだろう。
? 、
?
Oプロジェクト名:2.社会貢献活動を体験し、日本のf今jを考え、「未来Jを変えよう
O具体的な活動内容
1学期iま主に社会全体に自を向け、いま問題となっていること、解決しなければならない課題などについて話し合った。社
会には多くの問題があることに気づかせ、その中で自分達が出来ることは何かについて換討させた。詣分たちに出来ること
の1っとして街頭募金を行った。2学期は学校内で解決しなければならい課題を発毘し、その課題解決に取り組む活動を行
った。生徒達が設定した課題は、 fアスフアルトコー トひび蓄1れ対策Jr先生の居所お知らせ板の設置Jr通用門開放時間延長j
fお昼の購麗メニューの改善J(テーマ名は一部わかりやすいように改編〉の4つで、ある04--5名のグjルしレ固一.幽自由阻.岨
散り組んだO生徒に fe似el、i出hin欣k、act、s鈎hareC気づづ、くι、考える、実行する、共有する〉の 4つの過程を意識させながら活動を進
めさせたOまた活動の到達毘撲についてもrmust(必ず達成したいこと)J rbetter Cゃれたらよいこと)J rbestC諜題の完全解
決)Jの3つの段轄を設定させた。生徒逮!ま他の授業の課題や学校行事もある中においても、フロシ令エクトワー クの趣旨を十分に
理解し活動することが出来たようである。
。生徒の自己評価集計IC回答数〉
i以下の項目が実現できたと思うか。
横断的学習 探求的学習
活動自擦の把 主体的課題発
主体的思考判断 主体的学習
握 見
IjEi1-二Jー三， 19 17 16 14 17 17 
否定 。 2 3 。戸 2 2 
。生徒の昌己評髄集計 1 (屈答数〉
I.以下の項自について学習成果があったと患うか。
学び方包考え方を 在り方臨生き方 課題発見力を 課題解決意欲 解決への創造 解決への協働
子4 ふ日 を考える 高める を高める 性を高める 指向を高める
肯定% 18 18 17 17 16 19 
否定% l 1 2 2 3 。
。実践内容の課題と提言
本活動iま公益財毘法人自本財団の多大な支援を受けて実施した。また、2学期からは早稲田大学のフ。ロフェッショナjはやワークショ
ップに協力することで、早稲部大学の学生8名、スタッフ2名の方に生徒活動をサポートして頂いたO 日本財団から3--4名の
スタッフ、援業担当者を含めると各詔10名を超えるスタッフによって19名の生徒の活動を支援したことになるOこうした状
況であっても数名の生徒が主体的課題発毘や諜題解決意欲についての学習成果に否定的であったのは残念で、あると共に、
課題解決裂学習の難しさも霧感した。また、総合的学習の時間の学醤活動の成果を浪1定する方法、評価の方法については
今後の重要な検討課題である。
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Oプロジェクト名:3インドネシアからみた日本を考える
0具体的な活動内容
全体を通して、 12月にインドネシア渡航を控えている生徒の事前学習および、 9月の文化祭におけるインドネシアショップ
の準鱒の時間にあてた。具体的には、 1)インドネシア語学習、 2)インドネシアコルニタ高等学校とのスカイプ、 3)水田作、 4)
テンペの試食とテンペ用大豆の播種、 4)地域におけるインドネシア探し(ワカバウオークj苦肉におけるインドネシア製品探し)
などである。
。生徒の自己評価集計I(毘答数)
I.以下の項目が実現で、きたと思うか。
横断的学習 探求的学習
活動自標の把 主体的課題発
主体的思考判断 主体的学習
?屋 見
1 11 6 11 7 6 
否定 2 2 7 2 6 7 
0生徒の自己評価集計1(回答数)
I.以下の項目について学習成果があったと思うか。
学び方 a考え方を 在り方・生き方 課題発見力を 課題解決意欲 解決への創造 解決への協働
子4A4:ゐ日、 を考える 高める を高める 性を高める 指向を高める
肯定弘 12 9 5 10 8 12 
否定% 1 4 8 2 5 1 
。実践内容の課題と提言
まず、インドネシア校外学習参加者以外の生徒でも、興味のある生徒も参加可能としたが、校外学習に向けた活動も多か
ったため、モチベーションが上がらなかった生徒がいたのは否めない。また、襟々な活動(語学学習、インドネシアに関する
講義、テンペの試食や大豆の栽培、文化祭用のお米栽培、インドネシア人留学生との交流〉を盛り込みすぎ、また、「先生、
僕たちは、インドネシアに行ったことがないので、懇像もつきません。 Jとしヴ生徒からの声もあったことから、教員主導で授
業を進める場面も多かったOそのため、活動自標の把握、主体的思考判断、課題発晃力、解決への創造性を高めるという項
臨で、肯定的意見が非常に低い結果となったoこれに関しては、改善の必要がある。ただ、経験不足や、ネットだけによる表
面的な理解が多く、儲人のなかだけで完結し、他者との協同活動が苦手な生徒が全体的に増えている状況の中、題擦教育
を進めていくには、ある程度の教師主導の場面は、出さざるを得ないと現状では感じている。
しかし、 10月にコルニタ高校の生徒が1か月滞在し、その簡に、一緒に合癒したり、 12月に実際に校外学習でインドネシア
に渡航した後、 1月にロンボク島の生徒が滞在した際の歓迎会、合福や交流会では、教員がほぼ見守るだけで、嫌々な活
動を生徒の力で実践できていた。総合的学習の時間、校外学習、その他交流活動をセットで、見た場合は、おおむね、授業で
目標としていたfグローバjレな視野を持ち、犠々な人と主体的に協働し、実際に行動できる力をつけるjことは実現できたと
思う。次年度以降、 2年次の総合的学習の時間が、どのように展関されるかはわからないが、回線教膏を実践する場合は、
校外学習と連動した授業計画をたてることが重要であると考えている。
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Oプ時ジェクト名:4.東アジアの中のニッポンを考える
O異体的な活動内容
ヰ/13講座織裏、熟語自己紹介、東アジアイメージのブレインストーミング、→ウェピング闘力テゴ、ライズ
4/27講義fS中韓の壁史的展開醤交流史j、テーマ分析調査@図書館組PC
5/25f比べて分かる i田中韓のあれこれJ調査報告uディスカッション①
6/1 f比べて分かる !S中韓のあれこれj調査報告包ヂイスカッション②
6/15f気になる!東アジアのあれこれJディベー ト鍾デ、イスカッション
6/29f日本はこんなところjアートマイル作成健プレゼン
9/7中国語入門〈四声、数字、あいさつ、基本表現、基本の文法〉
9/15台湾での高校交流アイスブレイク練習、台湾校外学習しおり作成役割分担
10/5台湾校外学習しおり作成@圏書館盤PC、台湾高校生とSkype交流
10/26ふりかえり、活動報告映像撮影
11/2活動報告会
。生徒の自己評鑑集計I(回答数〉
i以下の項目が実現できたと思うか。
横断的学習 探求的学習
活動目標の把 主体的課題発
握 毘
21 20 17 17 
否定 1 2 。 5 
。生徒の自己評髄集計 1 (自答数〉
I以下の項自について学習成果があったと思うか。
学び方組考え方を 在り方・生き方 課題発見力を 課題解決意欲
子Aム、日、 を考える 高める を高める
肯定% 19 20 17 20 
否定% 3 2 5 2 
。実践内容の課題と提言
主体的思考判断
19 
3 
解決への創造
性を高める
19 
3 
主体的学習
18 
4 
解決への協働
指向を高める
20 
2 
本議摩iま、 f日本を知るjとf問題を発見するカの養成Jの学年統一テーマとともに、 12月に実施される台湾校外学習のコ
アメンバーを養成することも自的として実施した。 1学期は日本鳳台湾を含む東アジア諸国を題材として、ブレインストーミン
グ、ウェピング、ディス力ッション、ヂィベートなどの生徒の主体的な活動を通して自文化回異文化理解に努めた。東アジア諸
国と日本との共通点や違いなど多方面からの話題を議論することで、改めて自国の理解や外国への興味を喚起することに
ある程度寄与できた。2学識は台湾校外学習に向けた準備の実働部隊として、主にしおりの作成に取組ませた。作業が中心
となるため、 f問題発見Jとは異質な活動に終始してしまうため、しおりのページ叡振り、編集作業などほとんどの工程を生徒
に一任し、自ら問題〈諜題)1こ向き合う場面を設定した。
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Oプ口ジェクト名:5.物語の;楽器~文献学基礎論~
O具体的な活動内容
本講座は郷土の物語を収集し他の物語との比較や分析を通して、自分たちの文化のf意外Jな成り立ちについて考えるこ
と、ますこ、知的好奇心に基づ、いて興味をおぼえたことを課題としてf発見jする喜びを体験してもらいたい、というのが出発点
であった。そこに3年次の卒業研究を見すえた学習として構報の探し方や多数の視点から情報の分析的な見方を身に付け
るための演習としても機能すれば、という考えのもとに授業を構想、した。展開として、最初に『白雪姫~，wイザナギとイザナ
辺、『桃太郎』、『花咲か爺』などの生徒になじみ深いと思われる物語に機能や構造などの観点から情報の整理と比較を行
い、その中の意外な共通点や成り立ちの疑惑などを抜き出して毘せた。その後、教員持ち込みの数話を演習形式で、生徒に
構報の整理と抜き出してもらうことで、ある程度の習熟をはかったOその上で自分たちの郷土の物語の収集と整理までをグ
jレープワークとして行い、整理信考察をミニリポートとして個人の課題として諜し、発表会を行った。
O生徒の自己評髄集計I(自答数)
1以下の項目が実現できたと患うか。
横断的学習 探求的学習
活動呂標の把
十屋
主体的課題発
見
主体的思考判断 主体的学習
18 16 14 15 16 15 
否定 3 5 7 6 5 6 
。生徒の自己評価集計 1 (回答数)
I以下の項目について学翠成果があったと思うか。
学び方組考え方を 在り方偏生き方 課題発見力を 課題解決意欲 解決への創造 解決への協働
子よ主ムゐ日、 を考える 高める を高める 性を高める 指向を高める
斗同上二「疋』可J 20 16 12 18 18 20 
否定 1 。 9 3 3 1 
0実践内容の諜題と提言
昌己評価の結果を見てみると、 f学び方箇考え方j、課題「解決J系統の質問項自と自的や諜題「発見j系統の質問項冨の自
己評価に明らかな隅たりがある。どうやら生徒の意識は前者に向かつて、後者一「未だ顕在化できていない自分たち自身の
問題意識や諜題の発見に関して、この授業は寄与するところがないJというのが4割程度の生徒の率覆な感想のように思わ
れる。これは授業者の当初の意密とは全く反対の結果で、生徒の意識付けがうまく機能しなかったと考えるべきだろう。本来、
「課題Jははっきりとしたf諜題jとして現前するわけではなくて、それについて考える〈つまり整理や比較や分析といった思考
実験〉行為を経て、「課題jとして形成されるはずだが、この相祷する関係への意識付け、あるいは演習が欠けていたところ
に本講座の欠点があったOまた、このことは例年の3年次の「卒業研究jにおいて、あいまいとした課題〈毘的〉のまま研究が
進むことや、あるいは「調べ学習JIこ終始してしまうといった問題にも通ずるように思う。開年次の卒業研究への課題とした
い。
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Oプロジェクト名:6幽震災以降の東北を考える3.0
0具体的な活動内容
本講座のタイトJIA立、震災後 3年監を迎えたこと、また支譲や復興のフェーズが、緊急支援的な第1期、ライフラインや共
間社会の後18支緩の第2期から、住民の自立やコミュニティの再構築、地域ブランチ、イングなどを重点化する第3期へと移
行したとし、 (3.0)とした。講座では、まず、麓災時になにが起きていたのかを津波の映像や当時のニュース動画を薙認し、
被災された方の当時の証言などを紹介した。また被災地支援としてどういうボランチィアが被災地に入って活動しているか
の諮査を行わせた。あわせて生徒たちは被災した子どもたちの教膏をサポートしている NPO法人に寄付するための館頭募
金も行った。被災地支援をする高校生団体や福島を支援するボランティアの話を闇く中で、長期休暇を利用し、自分の自で
実験の福島を克たいと患った生徒たちが有志で揺島やその他の被災地に行ったようだ。また埼玉県にある双葉町の避難所
(2013年12月間鎖〉の自治会長に電話でインタビューしたり、被災した自治体の現在の取り組みなどを誤査したりした。それ
らを壁新開としてまとめ、グループごとに発表会を行った。
。生徒の自己評{密集計I(回答数〉
i以下の項自が実現できたと思うか。
横断的学習 探求的学習
活動自標の把 主体的課題発
主体的思考判断 主体的学習
十屋 見
肯定 16 16 15 17 18 17 
否定 3 3 4 2 1 2 
。生徒の自己評髄集計 1 (囲答数〉
I以下の項自について学習成果があったと思うか。
学び方魁考え方を 在り方鋼生き方 課題発見力を 課題解決意欲 解決への創造 解決への協働
子半ゐ日、 を考える 高める を高める 性を高める 指向を高める
肯定% 17 15 16 13 15 18 
否定% 2 4 3 6 4 1 
。実践肉容の課題と提言
集計を見る隈りでは、全体的に肯定的だといえる。生徒の額向として wikipediaで安易に調べがちだが、自治体や各省庁
のサイトの見方や、web構報の根拠(信ぴょう性)の確保を教えることで、生徒たちは自由かつ主体的に様々な情報を取り出
して精査することができるよう!こなったOそして自発的にグルーフで構報共有しようとする動きが見られた。アンケートでは
〈主体的〉ゃく協働〉のポイントが高く出た。逆に、テーマが社会や地域、災害としりた広範囲なものだったため、そこに身近さ
を感じることがなかなか難しく、問題解決としヴ蕗においては十分に学習成果につなげることがで、きなかったo(解決〉や〈生
き方〉のポイントが依いことがそれを表している。ただ、そうした社会の大きな枠組みに対して、または現在の岳分では消化
しきれない問題に対しても、意識を向けようとすることは市民力として大事なことであり、本講盛としては一定の意義があっ
たと評価できるのではないだろうか。また上記にはないが、生徒の自己評髄アンケートにおいて、満足度が著しく高かったこ
とも追記しておく。
-36-
Oフ。口ジェクト名:7.日本のスポーツ文化を考える
O具体的な活動内容
ヰ丹、 5月:自本のスポーツ文化についての学習を行う。特に日本はスポーツ競技の基本としてラジオ体操が全国的に普及
している。このラジオ体操はどのように作られ体のどの部分を鍛えているかについて実践しながら学習した。
6月からは、「なんば歩きjについて体験実践の学習を行う。そう運動の歴史を紐解いたときに「飛脚Jが取り上げられるが、
なぜ彼らは長い距離を休むことなく継続で、きたのかについて、なんば走りを経験しながら学習した。
9月からは密分の専門としている競技や、自分が誠べたい競技について日本と海外の比較をしながらそれぞれ独自こ調査
研究を行った。
。生徒の自己評価集計I(回答数)
r一一一一ー
i以下の項目が実現できたと思うか。
横断的学習 探求的学習
活動目標の把 主体的課題発
主体的思考判断 主体的学習
十屋 見
;寺定 16 17 18 15 19 18 
5 4 3 6 2 3 
。生徒の自己評価集計 1 (回答数)
I以下の項自について学習成果があったと思うか。
学び方 g考え方を 在り方園生き方 課題発見力を 課題解決意欲 解決への創造 解決への協働
子品ム二ゐ日、 を考える 高める を高める 性を高める 指向を高める
肯定% 19 17 12 17 16 16 
否定% 2 4 9 4 5 4 
0実践内容の課題と提言
総合的学習の時間の主題は「日本を知るjということが基本テーマのため、島本のスポーツの麗史を競べたり外国のスポ
ーツの歴史を調べたりして日本との比較した。
だだそれだけでもスポーツの構成要素や、歴史的に晃た競技の成り立ちなどを考えることができ改めて振り返ることや新
しく発見することができたのではないだろうか。
しかし、どうしても調べ学習が主となるためにインターネットや書物からのf静震だけになってしまったO 実際に海外に出向き
その屈のスポー ツについてじっくり見学して学習で、きたらもっと深く感じることがで、きて、考えることがで、きたよう!こ思う。
日本のスポーツは学校体青が主となって発麗しているが、海外は違った形で、発展を遂げている。このような点は社会的は
池を見る点で是非とも実際にその国で調べることができれば、意義あるものとなるのではないだろうか。
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Oプ口ジェクト名:8日々の生活〈衣回食盤住〉について考える
0具体的な活動内容
このフ。盟ジェクトでは、少し法めのテーマである「生活J、中でも衣食住に鑓わることについて、自分自身の生活を克つめるこ
とで、今の自分に欝わること、日本のことについて知り、その中で身近な問題を発見していくことを毘擦とした。
1学期テーマ:自分の生活を見つめ、今の器本の衣食住について考える。そのために、教員から
ウェピング..話生活/議理実習u組臨飾り愛子奇とすまし汁/日本のだし文化について考える/
毘本文化を知ることができる見学先を探す~自分の興味関心のあることを他人に伝える-/
毘本を紹介する~紹介できるように調べ、{云える~
2学期テーマ:生活の中で自ら問題提起し、考えてみる
晃学先プレゼ、ンで決定した見学先へ。草加煎餅丸草一福本屈を克学
呂々の生活〈衣食住〉の中から私の気になることを諦べ、伝える
。生徒の自己評錨集計I(回答数)
i以下の項目が実現できたと思うか。
横断的学習 探求的学習
活動目標の把 主体的課題発
?屋 見
肯定 16 17 16 15 
5 4 。 6 
。生徒の自己評{題集計 1 (自答数〉
I 以下の項呂について学習成果があったと思うか。
学び方・考え方を 在り方a生き方 課題発見力を 課題解決意欲
子よム:ゐ日、 を考える 高める を高める
肯定弘 16 16 16 14 
否定見 5 5 5 7 
。実践内容の課題と提言
主体的思考判断
16 
5 
解決への創造
性を高める
15 
6 
主体的学習
18 
3 
解決への協働
指向を高める
16 
5 
テーマが衣食住ということで、枠組みが大きかったため、活動自襟のとらえ方や意欲にもばらつきがあり、取組の状況も生
徒による錨人差が大きかった。初回の授業で、生徒の興味関心を探ったところ、螺が広かったため、教員額IJで絞り込むこと
はせずに、それぞれの興味関心に沿って進めていくことを大切にした。そのため畠らの追究していく姿勢は首むことができ
た。しかし、時積約な制限や生徒への指導激震を十分にで、きなかったことにより、あまり成果は上がらなかった。藷近な事柄
から調べ、考えていくことは取り組みやすいが、モチベーションの低い生徒の底上げや調べ学習で終わらないよう実験に何
かで、きるような工夫がもっと必要だった。晃学や体験を校外に出てやらせたいと試みたが曜日と20数名での受け入れ先を
課すのは難しかったO
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